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＜整備による保全・再生で期待できる湿地環境のイメージ＞ 

上池 ＜現状の環境構造＞ 

 整備後に期待できる環境構造を各池毎に以下に現状と比較し、イメージを示した。 

＜整備後に期待できる環境構造＞ 

乾燥化が進み池内はヨシ群落、周辺

は乾燥草地であるオギ群落となっ

ている 

キツネなどが生息できるまとまった樹林地や

ヘイケボタルが生息できる清澄な開放水面の

保全とカワセミなどの鳥類が生息できるワン

ド環境の再生 

・開放水面の拡

大とエコトーン

化 
 

エキサイゼリなどが生育する湿性地の保全 

とメダカなど水性生物が生息できる開放水面やタ

マシギなどが生息できる水際の再生。 

・開放水面の拡大

・河畔林の保全 

種名の色は、 普通種      黒 
       Ⅰの目標の希少種 緑 
       Ⅱの目標の希少種 赤 
注）（）は当該地で絶滅している場合は移植等が必要な種 

中池 開放水面は維持され、周辺にはムク

ノキ・エノキ林を中心とした樹林が

発達している。 

開放水面は中池に比べ少なく、河畔

林はマダケ林やハンノキ林となっ

ている。 

下池 

・開放水面の拡大

・ハンノキ林の保

全・管理 

ミドリシジミの生息の場となるハンノキの若齢樹が常にみ

られ、攪乱・更新が適度に起こる湿地環境保全・再生とヒシ

が生育し、ハネナシアメンボが生息できる開放水面の再生。

 


